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　　人口の動き
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8月の休日救急医

院（袋　町）

院（神明町）

院（中　条）

医
　
医
　
病

口
　
田
　
条

14日　山

21日　富

28日　中

9月上旬の予定

院（川原町）

院（下条）

医
　
医

島
　
口

4日　大

11日　山

雛

　
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
が
七
月
二
十
一

日
か
ら
始
ま
り
、
八
月
二
十
日
ま
で
の
一
か

月
間
続
け
ら
れ
ま
す
。

　
七
月
二
十
九
日
に
は
、
郡
市
内
の
小
学
校

三
十
六
校
（
三
校
が
都
合
で
不
参
加
）
の
児

童
代
表
七
十
二
人
が
、
十
日
町
警
察
署
長
か

ら
一
日
交
通
課
員
に
任
命
さ
れ
、
郡
市
内
の

道
路
交
通
状
況
や
交
通
安
全
施
設
の
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

　
前
日
に
梅
雨
が
明
け
た
ば
か
り
で
す
が
、

こ
の
日
は
厳
し
い
暑
さ
の
一
日
で
し
た
。

　
バ
ス
ニ
台
で
郡
市
内
を
巡
回
し
、
交
通
の

要
所
で
は
街
頭
指
導
を
行
い
、
ド
ラ
イ
バ
ー

に
大
き
な
声
で
「
交
通
安
全
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
　
（
写
真
は
総
合

セ
ン
タ
ー
前
）

　
参
加
者
た
ち
の
貴
重
な
体
験
文
や
交
通
安

全
へ
の
提
言
文
を
ま
と
め
、
　
呵
小
さ
な
目
か

ら
、
大
き
な
提
言
」
と
題
し
た
文
集
が
秋
に

発
行
さ
れ
ま
す
。

　
川
西
町
か
ら
は
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
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（議会報告）

　第5回町議会臨時会が、先月25日に開かれ

ました。

　この議会は、南雲町長が就任してから初の

議会でしたので、所信表明演説が行われてい

ます。

　議案としては、下平新田地内に建設される

集落下水道処理場く体工事請負契約について

の1件だけでしたが、原案どおり可決されま

した。

上
野
地
区
の

　
　
　
　
下
水
道
処
理
場
く
体
工
事

　
　
　
四
干
万
円
で
契
約
す
る

　
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
で
は
、

上
野
．
下
平
新
田
地
区
に
集
落
排
水
処

理
施
設
整
備
を
取
り
入
れ
、
工
事
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
計
画
人
口
は

千
二
百
人
（
地
区
の
人
口
は
現
在
九
百

四
十
人
）
ほ
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
下
平
新
田
地
内
に
建
設
す

る
集
落
下
水
道
処
理
場
の
く
体
工
事
に

つ
い
て
、
先
月
二
十
五
日
の
午
前
九
時

か
ら
総
合
セ
ン
タ
ー
で
指
名
競
争
入
札

を
行
い
、
飛
島
（
東
京
・
千
代
田
区
）

．
高
橋
建
設
共
同
企
業
体
が
四
千
万
円

で
落
札
し
た
も
の
を
、
請
負
契
約
締
結

の
た
め
、
議
会
に
か
け
た
も
の
で
、
原

案
ど
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

　
来
年
の
十
月
以
降
に
は
、
一
部
使
用

で
き
る
見
込
み
で
す
。

処理場平面図

日
口
□

第2土壌式
　　　　1ポっき
循環接触曝気槽 口
日
口

第1土壌式 循環接触曝気槽

第1土壌式 循環接触曝気槽

土壌式　土壌式
沈殿槽　汚　泥　　調整槽

　　　　貯留槽
土壌式沈殿分離槽

ブロアー室

放流槽消毒槽

　　処理方法は土壌式
　処理方法は土壌式汚水処理方式を採用して
　　　　　　　　　　　れきいます。この方式は、表面を礫と土壌で被覆

してあるため、臭気や病原菌の飛散を防ぐこ

とができます。また、土壌微生物の作用にょ

り、汚泥が少なく、窒素やりんなどの除却効

果も期待できます。

南
雲
町
長
の
所
信
表
明
か
ら

…
誠
実
に
手
堅
い

町
政
を
運
営
㎜

　
根
津
町
長
急
逝
に
伴
う
町
長
選
挙
に
、
私
は
、

町
内
各
界
多
数
の
方
々
か
ら
ご
熱
心
な
．
こ
推
挙
を

い
た
だ
き
、
立
候
補
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
図

ら
ず
も
無
投
票
で
当
選
の
栄
を
ち
ょ
う
だ
い
い
た

し
ま
し
た
。
感
激
ひ
と
し
お
の
も
の
が
あ
り
、
責

任
の
重
大
さ
を
改
め
て
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
も
と
よ
り
私
は
浅
学
非
才
で
あ
り
ま
す
が
、
川

西
町
の
限
り
な
い
発
展
と
住
民
各
位
の
幸
を
求
め

て
、
私
の
持
て
る
力
と
情
熱
の
限
り
を
傾
注
し
た

い
と
覚
悟
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。
皆
々
様
の

ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
こ
の
度
の
選
挙
で
町
民
各
位
が
私
に
何

を
求
め
、
何
を
期
待
し
て
お
ら
れ
る
か
を
絶
え
ず

考
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
結
論
と
し
て
、
根
津
町

政
の
り
っ
ぱ
な
足
跡
を
継
承
し
て
、
誠
実
で
手
堅

い
町
政
運
営
を
求
め
て
い
る
も
の
と
受
け
と
め
ま

し
た
。

　
私
は
、
　
「
う
る
お
い
の
あ
る
豊
か
で
活
力
あ
る

町
づ
く
り
」
を
町
政
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
五

つ
の
政
策
．
三
つ
の
公
約
を
掲
げ
ま
し
た
。

　
　
五
つ
の
政
策

　
五
つ
の
政
策
は
、
今
ま
で
町
で
計
画
さ
れ
て
い

た
も
の
を
、
五
つ
の
項
目
に
集
約
し
た
も
の
で
す
。

①
克
雪
対
策
の
強
化

　
こ
の
土
地
で
生
活
す
る
た
め
に
は
、
豪
雪
を
克

服
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
道
路
整
備
は
、
引

き
続
き
日
常
生
活
路
線
を
対
象
に
、
無
雪
路
線
の

延
長
と
い
う
基
本
的
な
考
え
方
で
進
め
ま
す
。
ま

た
、
消
融
雪
屋
根
の
普
及
に
は
、
来
年
度
か
ら
行

政
の
立
場
と
し
て
援
助
し
た
い
考
え
で
す
。
県
内

特
豪
市
町
村
と
協
力
し
て
、
国
県
の
援
助
措
置
が

創
設
さ
れ
る
よ
う
強
い
働
き
か
け
も
行
い
ま
す
。

②
産
業
の
振
興

　
人
口
の
減
少
を
食
い
止
め
た
い
。
こ
れ
が
根
津

町
政
の
悲
願
で
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
残
念

な
が
ら
人
口
の
減
少
傾
向
は
続
い
て
い
ま
す
。
自

宅
か
ら
通
え
る
範
囲
に
学
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に

就
職
で
き
る
場
所
が
あ
れ
ば
、
か
な
り
様
子
は
違

っ
て
き
ま
す
。
そ
の
特
効
薬
は
企
業
誘
致
で
す
。

難
し
い
問
題
で
す
が
、
新
年
度
か
ら
は
専
門
職
を

設
け
て
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
農
業
面
で
は
、
平
場
は
生
産
組
合
、
機
械
利
用

組
合
な
ど
の
強
化
策
を
講
じ
、
農
業
経
営
の
安
定

向
上
に
資
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
山
間
地

で
一
縁
抑
馳
域
に
ふ
さ
わ
し
い
産
業
（
例
え
ば
白

倉
の
錦
鯉
な
ど
）
の
育
成
を
、
今
一
度
原
点
に
返

っ
て
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

　
商
工
業
の
活
性
化
は
町
の
発
展
に
た
い
そ
う
有

効
と
考
え
ま
す
の
で
、
産
業
育
成
資
金
の
抜
本
的

な
枠
拡
大
を
図
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

③
教
育
施
設
の
充
実

　
小
．
中
学
校
の
改
築
は
、
昭
和
六
十
年
度
の
上

　
　
　
　
り

野
小
学
校
で
ひ
と
と
お
り
終
了
の
予
定
で
す
。
そ

の
後
は
内
容
の
整
備
に
い
っ
そ
う
の
意
を
用
い
、

次
の
世
代
を
背
負
う
り
っ
ぱ
な
川
西
町
民
の
育
成

を
図
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

④
生
活
環
境
の
整
備

　
環
境
衛
生
、
公
衆
衛
生
、
そ
れ
に
交
通
事
故
防

止
は
世
界
共
通
の
課
題
で
す
。
広
い
意
味
で
の
生

活
環
境
を
向
上
さ
せ
、
明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く

り
を
目
ざ
し
ま
す
。
国
鉄
の
新
発
電
工
事
と
十
日

町
下
水
道
廃
棄
物
処
理
に
は
慎
重
に
対
処
し
ま
す
。
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⑤
行
財
政
の
合
理
化

　
当
面
、
安
上
が
り
行
政
を
実
行
し
て
、
将
来
の

発
展
に
備
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
町
で
は
他
市

町
村
に
先
駆
け
て
臨
調
答
申
を
受
け
て
い
ま
す
。

す
で
に
実
施
可
能
な
事
項
か
ら
実
行
に
移
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
の
考
え
方
と
し
て
、
職
員
数
は
漸
次
減
員

の
方
向
で
進
み
ま
す
が
、
将
来
に
備
え
て
、
職
員

の
年
齢
構
成
な
ど
も
考
え
、
必
要
最
小
限
の
新
規

採
用
は
毎
年
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
方

法
は
、
地
方
公
務
員
法
に
よ
る
試
験
採
用
を
断
行

し
ま
す
。

　
ま
た
、
職
員
資
質
の
向
上
の
た
め
、
県
に
二
人

を
派
遣
し
、
一
か
年
の
研
修
を
体
験
さ
せ
、
将
来

の
幹
部
養
成
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
事
務
改
善
に
は
、
庁
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
設
け
て
積
極
的
に
対
応
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
わ
か
り
や
す
い
行
政
、
語
り
合
う
行
政
、
開
か

れ
た
行
政
を
進
め
る
た
め
に
は
、
私
の
考
え
方
を

職
員
一
人
一
人
に
わ
か
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
本
年
度
は
、
第
四
次
総
合
開
発
計
画
策
定
の
予

定
で
す
。
過
去
三
回
の
計
画
の
よ
う
に
高
度
経
済

成
長
の
下
で
策
定
さ
れ
た
開
発
計
画
と
は
、
中
身

が
相
当
違
っ
て
く
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

財
源
が
乏
し
け
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
公
平
な
配
分
を

求
め
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

轟三
つ
の
公
約

所信を述べる南雲町長

　
次
に
三
つ
の
公
約
を
述
べ
ま
す
。

①
移
動
役
場

　
地
域
の
問
題
や
町
の
将
来
展
望
な
ど
、
大
ぜ
い

の
方
々
と
ひ
ざ
を
交
え
て
気
軽
に
話
し
合
う
機
会

を
で
き
る
か
ぎ
り
多
く
設
け
た
い
と
考
え
、
八
月

か
ら
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
住
民
の
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ァ
、
希
望
な
ど
、
明

日
へ
の
行
政
に
生
か
さ
れ
る
問
題
は
た
だ
ち
に
行

政
に
反
映
さ
せ
、
町
勢
伸
展
に
役
立
て
た
い
と
念

じ
て
い
ま
す
。

②
情
報
の
公
開

　
許
さ
れ
る
範
囲
で
、
町
の
情
報
は
極
力
町
民
に

公
開
し
、
町
政
へ
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
ま
で
も
広
報
紙
、
有
線

．
広
報
無
線
放
送
、
回
覧
板
な
ど
で
情
報
を
お
伝

え
し
ま
し
た
が
、
い
っ
そ
う
強
化
充
実
し
て
い
き

ま
す
。

　
こ
の
た
め
の
条
例
制
定
は
、
前
向
き
で
検
討
し

ま
す
。

③
固
定
資
産
税
率
の
軽
減

　
固
定
質
産
税
は
、
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
に

課
せ
ら
れ
る
町
税
で
す
。
川
西
町
は
現
在
公
共
施

設
整
備
を
促
進
さ
せ
る
た
め
、
標
準
税
率
の
一
・

四
パ
ー
セ
ン
ト
よ
り
高
い
一
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
を

採
用
し
て
い
ま
す
。
財
政
事
情
は
た
い
へ
ん
厳
し

い
環
境
に
あ
り
ま
す
が
、
昭
和
五
十
九
年
度
に
中

子
用
地
購
入
（
八
千
八
百
五
十
万
円
）
を
完
了
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
六
十
年
度
か
ら
年
次
計
画
で

標
準
税
率
ま
で
引
き
下
げ
、
住
み
よ
い
町
、
明
る

い
町
づ
く
り
に
資
す
る
考
え
で
す
。

　
私
は
、
役
場
生
活
三
十
数
年
を
有
し
ま
す
が
、

事
務
職
員
と
し
て
の
経
験
の
み
で
す
。
悠
揚
迫
ら

ざ
る
地
方
政
治
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
い
ま
し

て
、
奇
想
天
外
な
施
策
で
町
民
か
ら
拍
手
を
い
た

だ
け
る
よ
う
な
こ
と
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
四
誠
実

に
手
堅
い
町
政
を
運
営
し
た
い
と
申
し
上
げ
た
ゆ

え
ん
で
す
。

助
役
．
教
育
長
人
事

　
　
年
内
に
提
案
の
考
え

　
現
在
、
助
役
と
教
育
長
が
欠
員
で
す
。
い
ず
れ

も
重
要
な
職
で
す
の
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
支
障
が

あ
り
ま
す
。
年
内
に
は
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
く
考

え
で
す
。

　
と
も
あ
れ
、
現
在
の
川
西
町
に
は
い
ろ
い
ろ
な

課
題
が
山
積
し
、
厳
し
い
実
情
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
将
来
の
明
る
い
希
望
を
求
め
て
、
微
力
の
私
で

は
あ
り
ま
す
が
一
生
懸
命
職
務
に
精
励
い
た
す
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
ん

存
で
す
。
皆
様
方
の
い
っ
そ
う
の
ご
指
導
、
ご
鞭

た
つ撞
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

川西町職員の募集

　町では次により職員を募集しま
す。

①採用職種・人員・時期

（1）一般事務職員

　上級　1人　59年4月

　中級　1人　59年4月

　初級　1人　59年4月
（2）一般廃棄物処理施設技術管理者

　　　　2人　59年10月
②受験資格

　それぞれの試験について、次の

　条件に該当する人が、1職種の
　み受験できます。

（1）一般事務職員

　上級　学校教育法による大学（

　　　　大学院・短期大学を除く）

　　　　を昭和55年3月以降に卒

　　　　業した人、または昭和59

　　　　年3月31日までに卒業す

　　　　る見込みの人

　中級　学校教育法による短期大

　　蓼学または高等専門学校を

　　　昭和55年3月以降に卒業

　　　　した人、または昭和59年

　　　　3月31日までに卒業す る

　　　　見込みの人（大学に在学

　　　　中の人は除く）

　初級　学校教育法による高等学

　　　校を昭和50年3月以降に

　　　卒業した人、または昭和

　　　59年3月31日までに卒業

　　　　する見込みの人（大学・

　　　短期大学に在学中の人は
　　　　除く）

（2）一般廃棄物処理施設技術管理者

　2級免許資格所持者で年齢35歳

　以下の人

③試験の方法

　第1次試験　新潟県町村人事事

　　　務組合による採用一般教

　　　養試験を行う　（11月上旬

　　　　の予定）

　第2次試験　個別面接試験・身

　　　体検査（12月上旬の予定）

④受験の手続き

　受験申込用紙と試験案内を役場

　総務課庶務係（3階）で受領し、

　所定の書類を作成して提出くだ

　さい。

⑤受付期間

　9月1日から9月30日まで（郵
　送でも可）
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斎

、矯職　　　　、懸菰

も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
》
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
～

膿催ぐ
・
勿
幽
、

立
ち
枯
れ
た
松

立
ち
枯
れ
の
原
因
は
松
く
い
虫

　
最
近
、
松
（
ア
カ
マ
ツ
・
ク
ロ
マ
ツ
）

の
立
ち
枯
れ
が
目
だ
ち
ま
す
。
原
因
は

松
く
い
虫
に
よ
る
も
の
で
す
。

▼
被
害
立
木
の
見
分
け
方

①
葉
の
色
が
徐
々
に
薄
く
な
る

②
枝
や
葉
の
部
分
か
ら
赤
色
化
し
て
く

　
る
（
先
端
部
よ
り
枯
れ
下
が
る
）

▼
松
の
枯
れ
る
原
因

　
松
を
枯
ら
す
の
は
、
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ

ン
チ
ュ
ウ
と
い
う
体
長
一
ミ
リ
に
も
満

た
な
い
小
さ
な
線
虫
で
す
。
こ
の
線
虫

を
体
に
付
着
さ
せ
健
全
な
松
に
運
び
、

松
枯
れ
の
被
害
を
ま
ん
延
さ
せ
る
の
が
、

体
長
三
セ
ン
チ
ほ
ど
の
マ
ッ
ノ
マ
ダ
ラ

カ
、
、
、
キ
リ
と
い
う
昆
虫
で
す
。
一
般
に

「
松
く
い
虫
」
と
は
、
こ
の
マ
ツ
ノ
マ

ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
を
い
い
ま
す
。

マツノマダラカミキリ

●
●
●
●
●
●
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●
●
．
●
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●
O
●
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●
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●
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●

▼
松
く
い
虫
の
被
害
を
防
ぐ
に
は

　
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
の
幼
虫
が

被
害
木
の
中
に
い
る
う
ち
に
（
六
月
か

ら
十
月
）
被
害
木
を
伐
倒
し
、
焼
却
や

薬
剤
散
布
す
る
か
、
木
の
幹
に
穴
を
あ

け
薬
剤
を
注
入
し
て
直
接
マ
ツ
ノ
ザ
イ

セ
ン
チ
ュ
ウ
を
駆
除
す
る
方
法
が
あ
り

ま
す
。

　
予
防
と
し
て
、
健
全
な
松
の
幹
に
穴

を
あ
け
、
薬
剤
（
マ
シ
マ
ス
ミ
パ
イ
ン

乳
剤
・
グ
リ
ー
ン
ガ
ー
ド
）
を
注
入
す

る
こ
と
に
よ
り
、
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ

キ
リ
の
飛
来
を
防
ぐ
方
法
も
あ
り
ま
す
。

▼
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
の
調
べ
方

　
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
が
木
に
入

っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
調
べ
る
に
は
、

ド
リ
ル
（
ギ
ム
ネ
）
な
ど
を
使
用
し
て
、

幹
の
中
か
ら
木
片
を
二
十
グ
ラ
ム
ほ
ど

取
り
出
し
て
（
樹
皮
は
な
る
べ
く
入
れ

な
い
こ
と
）
検
査
し
ま
す
。

マツノザイセンチュウ

▼
問
い
合
わ
せ
は

＊
役
場
産
業
課
林
業
係
　
　
（
盈
8
1
3

　
1
1
1
　
有
線
2
1
4
3
）

＊
十
日
町
森
林
組
合
　
　
（
費
0
2
5
7

5
－
8
1
3
1
1
5
）

覇
辮．

轍撚

麗 　
乳
無
、

』
臨
擁
　
》　
　
　
　
　
　
　
　
（
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
語

　
〉　

　
　
　
　
　
　
　
”
～
物

　
　
　
　
髪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昔

　
〉
　
　
　
　
　
』
．

　∞
蹴
　
齢

　
東
京
の
銀
座
に
、
文
明
開
化
を
告

　
　
　
　
　
　
と
も

げ
る
ガ
ス
燈
が
灯
っ
た
の
は
明
治
七

年
（
一
八
七
四
）
ご
ろ
、
当
地
方
の

旧
家
で
は
こ
の
年
あ
た
り
か
ら
ラ
ン

プ
が
使
わ
れ
始
め
て
い
る
。
こ
の
時

　
　
　
　
　
し
ん

代
は
、
三
分
芯
の
並
ラ
ン
プ
で
も
一

基
が
米
一
俵
（
一
円
二
十
銭
）
に
相

当
す
る
ほ
ど
高
価
で
、
庶
民
の
手
に

は
ほ
ど
遠
い
貴
重
品
で
あ
っ
た
。

　
古
老
た
ち
の
聞
き
語
り
を
再
現
す

　
　
　
　
　
　
　
つ

る
と
、
ラ
ン
プ
を
点
け
た
家
へ
見
物

人
が
押
し
か
け
、
ギ
ヤ
マ
ン
の
ホ
ヤ

（
芯
の
ま
わ
り
を
囲
む
ガ
ラ
ス
の
ケ

ー
ス
）
を
と
お
し
て
広
が
る
光
の
不

思
議
さ
と
、
ま
ば
ゆ
い
輝
き
を
自
由

に
調
節
で
き
る
文
化
に
驚
異
の
目
を

見
は
っ
た
も
の
だ
と
い
う
。

　
　
　
し
ょ
く
だ
い

　
後
年
、
燭
台
や
ヒ
ョ
ウ
ソ
ク
に
と

っ
て
代
わ
っ
た
こ
の
ラ
ン
プ
は
、
電

気
が
出
現
す
る
ま
で
珍
重
さ
れ
、
明

治
・
大
正
・
昭
和
の
半
世
紀
を
時
代

　ちょ

う
じ

の
寵
児
と
な
っ
て
君
臨
し
た
。

　
電
気
が
実
用
化
さ
れ
て
、
私
た
ち

の
村
に
初
め
て
電
灯
が
点
い
た
の
は

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
十
二
月

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
渋
海
川
の
水
と

わ
ず僅
か
な
落
差
を
利
用
し
て
、
松
代
電

気
株
式
会
社
が
中
子
（
現
在
の
小
脇
）

に
出
力
百
二
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
発
電

所
を
建
設
し
た
の
で
あ
る
。
翌
十
三

年
に
は
仙
田
の
上
組
か
ら
岩
瀬
ま
で
、

十
四
年
に
は
渋
海
川
ぞ
い
の
集
落
に

あ
ら
か
た
点
灯
し
て
、
仙
田
村
が
電

気
を
引
い
た
第
一
号
に
な
っ
た
（
小

脇
・
斉
木
利
栄
氏
の
話
）
。

　
千
手
．
上
野
．
橘
の
村
々
は
、
仙

田
村
よ
り
ほ
ぼ
一
年
遅
れ
て
点
灯
し

た
。
田
川
第
一
発
電
所
（
出
力
六
十

キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
と
、
飛
渡
第
二
発
電

所
を
持
つ
魚
沼
水
力
電
気
株
式
会
社

の
手
で
主
な
集
落
に
配
線
が
終
わ
り
、

上
野
村
の
丸
久
旅
館
で
初
の
点
灯
試

験
が
行
わ
れ
、
こ
の
後
、
会
社
の
事

業
が
周
辺
の
村
々
へ
順
調
に
伸
び
て
、

昭
和
の
初
め
に
は
平
場
の
全
域
に
点

灯
し
た
。

　
た
い
が
い
の
家
で
は
、
夕
方
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
よ
つ

る
と
、
暗
い
室
内
に
五
な
い
し
十
燭

こ
つ
つ光
の
裸
電
球
が
ポ
ツ
ン
と
一
つ
点
灯

す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ

の
明
る
さ
は
目
も
く
ら
む
ほ
ど
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
め

と
て
も
ラ
ン
プ
や
百
匁
ロ
ー
ソ
ク
の

比
で
は
な
か
っ
た
。

　
初
め
て
電
灯
が
つ
い
た
夜
、
ネ
ゲ

マ
（
地
名
）
の
バ
ッ
バ
が
、
「
ワ
ア
ア
、

電
気
サ
が
御
座
し
っ
た
、
明
る
く
っ

　
　
　
や
　
　
　
　
　
　
む
し
ろ
あ
い
さ
の
み

て
目
が
病
め
る
テ
バ
、
莚
の
間
の
蚤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

麟欝騰鱒羅醗灘灘
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ノ

ノ

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
、
≡
一

あ
な
た
も
ご
参
加
く
だ
さ
い

　
あ
な
た
は
、
毎
日
食
べ
て
い
る
ご
飯

の
昧
に
つ
い
て
、
ど
の
程
度
の
知
識
と

関
心
を
お
持
ち
で
す
か
。

　
「
日
本
人
と
米
」
は
、
生
産
者
に
と

っ
て
も
、
消
費
者
に
と
っ
て
も
切
り
離

す
こ
と
の
で
き
な
い
、
ま
さ
に
生
活
そ

の
も
の
だ
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
町
で
は
、
地
域
に
根
を
下
ろ
し
た
米

の
消
費
拡
大
運
動
を
通
し
て
、
米
を
中

心
と
し
た
食
生
活
の
見
直
し
を
図
る
よ

う
、
米
飯
学
校
給
食
の
推
進
、
米
の
生

　
5
0
。
●
●
～
の
9
●
．
く
，
．
●
●
～
●
、
の
●
｝
。
．
。

橘小学校の

改築工事始まる

　橘小学校木造校舎改築工事が始まりました。

　7月22日から25日にかけて旧校舎を解体、8月3
日には地鎮祭を行いました。

　工事は、58・59年の2年度にわたります。建設肇
は3億3，000万円となっています。

産
者
懇
談
会
や
消
費
者
交
流
会
な
ど
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ら
活
動
の
一
環
と
し
て
、
次
の

と
お
り
試
食
会
を
行
い
ま
す
か
ら
、
希

望
者
は
、
別
記
の
要
領
で
参
加
申
し
込

み
を
さ
れ
る
よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。
　
（

参
加
は
無
料
で
、
会
場
ま
で
送
迎
し
ま

す
。
た
だ
し
、
申
込
者
多
数
の
場
合
は

選
考
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
．
5
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9
●
。
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難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毒

橘小学校配置図
既設体育館

東側立面図

灘
鑛
綱
叢
蕪
終
懇
後

　
簸
雛
鍵
鎌
灘
饗
繕
鐵
簿
盤
糞
灘
難
織

　
　
購
叢
雛
織

　
試
食
会
の
参
加
申
し
込
み
は
ど
な
た

で
も
で
き
ま
す
。

　
官
製
は
が
き
に
①
部
落
名
、
②
氏
名

③
性
別
を
記
入
の
う
え
、
　
「
試
食
会
」

希
望
と
し
て
、
八
月
二
十
日
必
着
で
川

西
町
役
場
産
業
課
内
「
地
域
米
消
費
拡

大
推
進
協
議
会
」
あ
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

㌔
o
～
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0
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．
●
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，
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噛
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　　　　　　　　　羅　　　　　　　羅　　　　　　羅　　　　　灘

　　　　1、

　　　騰墨
講

南側立面図

キ
舎校

正面玄関
回　　ロ　　 ロ

「
渡
り
廊
下

　
　
触

　
　
ま
で
見
え
る
が
ノ
シ
」
と
い
っ
て
笑

　
　
わ
れ
た
話
が
残
っ
て
い
る
。

　
　
　
当
初
は
電
気
を
引
い
た
と
い
っ
て

　
　
も
採
光
だ
け
で
、
使
え
る
の
は
夜
間

　
　
に
限
ら
れ
て
お
り
、
明
り
が
必
要
な

　
　
晩
方
ま
で
は
送
電
し
な
か
っ
た
。
そ

　
　
の
う
え
、
待
ち
か
ね
た
電
気
が
来
（

　
　
点
灯
）
て
も
、
渇
水
時
に
は
電
球
の

　
　
細
い
タ
ン
グ
ス
テ
ン
が
赤
く
な
る
だ

　
　
け
で
、
明
暗
を
く
り
か
え
す
こ
と
が

　
　
多
く
、
子
ど
も
た
ち
が
「
電
気
、
電

　
　
気
、
真
赤
に
な
れ
」
と
唱
和
す
る
と

　
　
輝
き
を
増
し
た
り
し
た
。

　
　
　
村
の
衆
は
電
気
を
ど
の
て
い
ど
理

　
　
解
し
、
接
し
た
か
、
松
之
山
水
力
電

　
　
気
株
式
会
社
が
一
般
家
庭
へ
の
普
及

　
　
．
宣
伝
を
か
ね
て
作
っ
た
数
え
歌
（

　
十
日
町
新
聞
・
大
正
八
年
十
二
月
五

　
　
日
号
）
か
ら
当
時
の
電
気
知
識
を
う

　
　
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
し
ら
　
は
り
が
ね

　
　
　
一
つ
と
や
、
火
花
が
電
柱
や
電
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

　
　
に
、
出
る
時
や
会
社
へ
直
ぐ
知
ら
せ
。

　
　
　
　
　
　
　
ふ
だ
ん

　
　
二
つ
と
や
、
平
素
に
電
気
を
い
ぢ

　
　
　
　
　
ぬ
れ
て

　
る
に
は
、
濡
手
が
何
よ
り
禁
物
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
り
が
ね

　
　
三
つ
と
や
、
皆
さ
ん
お
家
の
電
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ら
　
　
ま
き

　
に
、
触
れ
て
積
塘
瞭
よ
蓋
響
薪
炉
そ

　
　
四
つ
と
や
、
鯨
儀
な
く
紐
を
他
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
け
　
　
　
か
な
く
ぎ

　
の
方
に
、
引
き
時
や
掛
る
な
金
釘
に
。

　
　
五
つ
と
や
、
い
っ
ち
危
険
は
土
間

　
　
た
ま
　
ぬ
れ
て
　
は
だ
し
　
さ
わ

　
の
電
灯
、
濡
手
や
洗
足
で
触
る
な
よ
。

　
　
六
つ
と
や
、
無
理
に
電
気
の
上
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
も

　
下
げ
を
、
す
る
と
す
り
む
く
紐
の
糸
。

　
　
七
つ
と
や
、
夏
は
成
る
べ
く
寝
る

　
時
に
、
水
の
都
合
で
消
し
て
た
も
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

灘欝灘聾融灘鱗囎灘
　灘蝋

　
　
八
つ
と
や
、
焼
け
る
燃
え
る
の
火

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馨

　
　
　
　
　
　
は
り
が
ね
さ
わ

事
の
時
、
切
れ
た
電
線
触
る
な
よ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
し
ら
　
　
き
の
ぽ

　
九
つ
と
や
、
子
供
衆
電
柱
に
木
昇

　
　
　
せ
ん

り
や
、
電
線
に
縄
切
掛
け
る
な
よ
。

　
十
と
や
、
時
々
会
社
で
ま
は
る
か

　
　
　
　
　
た
ま

ら
、
届
け
ぬ
電
球
は
罰
に
な
る
。

　
電
灯
に
始
ま
り
、
動
力
か
ら
電
信
、

電
話
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
、
電
化
製

品
へ
と
、
電
気
を
生
か
し
た
文
明
の

利
器
が
登
場
す
る
た
び
に
生
活
水
準

が
向
上
し
て
い
っ
た
。
と
り
わ
け
、

昭
和
三
十
年
代
の
後
半
か
ら
急
速
に

普
及
し
た
電
気
洗
た
く
機
は
、
家
庭

に
お
け
る
婦
人
の
労
働
を
著
し
く
軽

減
し
、
ま
た
、
保
存
の
き
く
冷
蔵
庫

は
、
食
生
活
を
想
像
も
で
き
な
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
な
ぐ
ら

た
ほ
ど
豊
か
に
し
て
、
穴
蔵
の
利
用

を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
た
。
便
利
な
電

　
カ
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ん

気
釜
の
出
現
は
、
食
事
の
た
び
に
御

ま
　
　
で
き
ふ
で
き

飯
の
出
来
不
出
来
を
評
価
さ
れ
て
き

　
ま
ん
ま
し

た
飯
炊
き
の
悩
み
を
解
消
し
た
。
　
「

　
　
　
　
　
　
こ
わ
や
わ
ら
か

三
度
炊
く
飯
さ
え
強
し
軟
し
、
思
う

ま
ま様
に
は
な
ら
ぬ
世
の
中
」
と
歌
わ
れ

た
主
婦
の
気
苦
労
も
、
今
は
昔
の
物

語
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

囹
資
料
提
供
者
（
敬
称
略
）

星
名
四
郎
（
上
野
）
、
清
水
良
家
（

上
野
）
、
金
山
良
晃
（
霜
条
）
、
南

雲
良
一
（
四
郎
兼
）
、
登
坂
侃
治
（

岩
瀬
）

囹
主
な
提
供
資
料
〔
（
）
内
西
暦
〕

．
三
領
．
木
落
嶋
地
新
開
一
件
（
一

七
九
六
）
・
印
鑑
簿
（
一
八
八
三
）

懸i叢嚢鑛麟灘轟麟鑛難露馨羅藩灘灘韓灘葦　　　　　　　　鞭　　　　　　　謎灘　　　　　　醐　　　　選　　醐　騰離
鵬

懸
蕪
嗜
礁
憶
　　灘　蓑
辮
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　十日町地域広域事務組合の57年

度決算がまとまりましたので、お

知らせします。

　この事務組合は、十日町市・川

西町・津南町・中里村が資金を出

し合い、広域的な消防活動・と畜

場・総合福祉センター（御陣荘）

の各事業を行っています。

中里村ii熱
　　　　　の　　　　　　
　　　　　　　　　　　　
7，117iiiiiiiii

　万円iiiiiiiii
　　　●●●●●●o●●
　　　●●●●。●●●．
　　　●●●●o●●●●
　　　●●●●●●●●●
　　　●●●●●●●●●
　　　．φ．・．・．・．
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　　　o●●●●●●●　　　　●●●●●●●　　●　　■　　　　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　　　　●　　●　　●　　●　　0　　●　　●　　●　　　　　●　　●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

関・：。：・：・：・●・●●●

国庫支出金2，410万円

繰越金1，273万円
その他1，Q38万円

特別会計

歳入64，050万円

津南町

13，481

　　　万円

計△五般
　一

li…署畠…1十日町市

会計名 歳　入 歳　出 繰　越
ll西町の

担金

総合福祉
センター

　万円

2，190

　万円

2，124

万円

66

万円

92

と畜場
事　　業 3，662 3，370 292 129

合　　計 5，852 5，494 358 221
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●
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●
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冒
　
　
●
●
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灘繰
㈱
　
2

「
き
β
ん
　
　
　
ぶ
乏
己

脚
　
年
金
制
度
は
数
珠
つ
な
ぎ

ね

29，406万円

59，329万円負

　
●
　
●
　
O

　
●
　
0

　
●

　
　
　

．
●
．

　
費

防
費
8
円

設
即
万

消
施
－o

万円

歳出　　　　』
　61，401万円
消

　　　　防
　　　　58，586

非常備

消防費

10，510

　万円

常備消防費
37，598万円

議会費　54万円
総務費1，079万円
公債費1，682万円

　
わ
が
国
の
年
金
制
度
は
、
農
業
や

自
営
業
な
ど
の
人
が
加
入
す
る
国
民

年
金
を
は
じ
め
と
し
て
、
厚
生
年
金

保
険
、
各
種
共
済
組
合
年
金
な
ど
八

つ
の
公
的
年
金
制
度
が
あ
り
、
国
民

の
だ
れ
も
が
い
ず
れ
か
の
年
金
制
度

に
加
入
し
、
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
「
国
民
皆
年
金
」
の

体
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
公
的
年
金
制
度
か
ら
老

齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け
る
た
め
に

は
一
定
の
加
入
期
間
が
必
要
で
す
。

職
種
を
替
え
、
い
く
つ
か
年
金
制
度

に
加
入
し
た
人
で
、
一
つ
の
年
金
制

度
の
加
入
期
間
だ
け
で
は
必
要
期
間

を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、

ど
の
制
度
か
ら
も
老
齢
（
退
職
）
年

金
を
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
「
国
民
皆
年

金
」
の
意
味
が
な
く
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
加
入
し
た
い
く
つ
か
の
年
金

制
度
の
期
間
を
合
計
（
数
珠
つ
な
ぎ
）

し
て
一
定
期
間
以
上
に
な
れ
ば
、
そ

れ
ぞ
れ
の
年
金
制
度
か
ら
加
入
期
間

に
応
じ
た
年
金
が
受
け
ら
れ
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
年
金

の
通
算
制
度
で
す
。

　
で
す
か
ら
、
職
種
を
替
え
て
も
老

後
は
年
金
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
通
算
に
つ
い

て
疑
問
を
お
持
ち
の
方
は
、
役
場
年

金
係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

、　　国民年金と

老厚生年金などはつながります〃

馬籍

　　厚生年金など…・・国民年金

　
　
　
　
　
福
祉
年
金

〈
継
盤
塁
〉

八
月
十
一
日
か
ら
支
払
い
ま
す

　
老
齢
福
祉
年
金
、
児
童
扶
養
手
当
、

そ
れ
に
特
別
児
童
手
当
の
支
払
い
が

八
月
十
一
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
今
回
の
支
払
い
時
は
、
年
一
回
の

現
況
届
の
と
き
で
も
あ
り
ま
す
。
年

金
を
受
領
し
た
ら
、
そ
の
ま
ま
証
書

を
係
員
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
証
書
の
提
出
が
な
い
方
は
、
次
回

か
ら
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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1号（s33・7）

蟹

101号（s42・3）

　　　　　　　　　　　　　ヒ．翻

140号（s45・4）200号（s50・4）240号（s53・8）

　r広報かわにし」が、昭和33年7月に

第1号を発行してから25年の歳月をかけ、

今回で300号となりました。

　これからも、皆さんのご協力をいただ

き、親しんで読んでいただける広報紙と

なるよう努力します。

　
「
親
し
ま
れ
る
広
報
紙
」
と
す
る
た

め
に
は
、
ど
ん
な
こ
と
が
必
要
で
し
ょ

　
ヤ
　
　
　
　
　
　
の

）
つ
力

　
今
回
は
、
目
の
不
自
由
な
方
に
、
　
「

広
報
か
わ
に
し
」
を
朗
読
奉
仕
で
声
の

広
報
（
テ
ー
プ
）
に
替
え
、
お
届
け
さ

れ
て
い
る
お
二
人
に
伺
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
も
、
ご
意
見
や
い
ろ
い

ろ
の
話
題
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
紙
面

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。

「
戸
籍
の
窓
」
に
振
り
仮
名

上
野
上
　
村

綾
　
子
さ
ん

　
町
行
政
や
各
種
お
知
ら
せ
、
そ
の
他

い
ろ
い
ろ
の
話
題
を
町
民
へ
伝
え
、
親

し
ま
れ
る
広
報
紙
に
と
編
集
・
発
行
に

当
た
ら
れ
て
い
る
担
当
者
の
ご
苦
労
を

お
察
し
し
ま
す
。

　
町
の
情
報
を
知
る
一
つ
の
方
法
と
し

て
、
た
い
せ
つ
な
役
割
を
持
つ
広
報
紙

を
、
私
た
ち
町
民
は
毎
号
心
待
ち
に
し

て
い
ま
す
。

　
三
百
号
発
行
に
は
二
十
五
年
間
か
か

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
間
の
町
行
政
の

足
ど
り
や
、
人
口
の
動
き
な
ど
が
記
録

さ
れ
て
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　脚鼎 脳轍

　
編
集
に
当
た
っ
て
は
、
広
報
紙
を
見

て
く
れ
る
対
象
者
を
ど
こ
に
お
く
か
、

で
苦
心
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
取
り
上
げ
る
範
囲
も
広
い
わ
け
で
す

が
、
町
行
政
が
中
心
と
な
り
、
数
字
的

な
こ
と
も
多
く
、
取
り
扱
い
が
難
し
い

と
思
い
ま
す
。
紙
面
の
都
合
も
あ
り
ま

す
が
、
町
行
政
関
係
に
つ
い
て
は
焦
点

の
置
き
方
で
内
容
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
「
広
報
か
わ
に
し
」
を
手
に
し
て
、

ま
ず
目
を
通
す
と
こ
ろ
は
「
戸
籍
の
窓

か
ら
」
で
す
。
　
「
エ
ッ
、
あ
そ
こ
の
長

男
が
へ
え
嫁
さ
ん
を
も
ら
う
年
に
な
っ

た
べ
か
ね
え
」
、
話
し
な
が
ら
拝
見
で

き
親
し
み
が
あ
り
ま
す
。
で
す
が
、
名

前
の
読
み
方
が
わ
か
ら
な
い
も
の
が
あ

る
た
め
、
な
る
べ
く
振
り
仮
名
を
振
っ

て
ほ
し
い
で
す
。
な
お
親
近
感
が
増
し

て
き
ま
す
。
　
「
町
史
コ
ー
ナ
ー
」
に
も

同
じ
こ
と
が
い
え
ま
す
。
こ
の
欄
は
、

町
の
歴
史
を
知
る
良
い
コ
ー
ナ
ー
だ
と

思
い
ま
す
。
自
分
の
勉
強
不
足
を
棚
に

上
げ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
歴
史
的
な

も
の
の
読
み
方
が
難
し
く
て
、
な
か
な

か
理
解
に
苦
労
し
ま
す
。
い
ち
い
ち
仮

名
を
振
る
の
も
た
い
へ
ん
か
と
思
い
ま

す
が
、
今
ま
で
以
上
に
気
を
留
め
て
い

た
だ
け
た
ら
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
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「
文
芸
欄
」
を
設
け
て
は

仁
田
小

281号（s57・1）

製
本
、
鮭
嫌
嶽
魏

漢
鱗
繊
鰻
藻
お
薩
盤
璽
、
｝
欝
簿
叢
懸
・

懇
製
灘
毒
灘
灘
灘
藻
畿
懇
鱒
懇
娠
惣
難
．

鞭
欝
叢
繊
．
饗
醸
慮
　
墾
灘
繍
、
縁
響
雛

蓋
　
羅
欝
藻
懇
の
製
繋
巻
灘
澱
懇
購
謙
ず
。
』

　
灘
、
鐘
懇
磯
霧
楼
、
裸
藤
讐
灘
慈
購
巻
。

巌
報
紙
難
薮
、
翔
蒙
鎌
㎜
欝
叢
懸
鷺
滋
報

の
孫
搬
お
欝
雑
総
濾
愚
鱒
。
霧
費
叢
、
…

驚
籔
蓋
賜
ぽ
欝
繍
懸
あ
っ
懇
灘
彰
叢
雛
、

幡
　
ケ
　
ン
さ
ん

　
川
西
町
章
、
き
じ
・
ぶ
な
・
山
ゆ
り
、

こ
れ
ら
町
の
象
徴
を
知
っ
た
の
も
、
こ

の
「
広
報
か
わ
に
し
」
で
し
た
。

　
今
月
で
三
百
号
で
す
が
、
二
十
五
年

間
に
一
号
一
号
を
積
み
重
ね
た
町
の
足

跡
を
、
そ
し
て
私
た
ち
の
そ
れ
ぞ
れ
が

持
つ
生
活
の
足
跡
を
、
思
わ
ず
振
り
返

り
ま
し
た
。

　
こ
の
二
十
五
年
間
、
広
報
担
当
者
は

五
人
だ
っ
た
と
か
。
広
報
の
目
的
を
生

か
し
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
紙
面
を
効
果

的
に
埋
め
て
い
く
作
業
が
、
い
か
に
困

難
か
が
思
い
や
ら
れ
ま
す
。
根
気
と
、

そ
れ
な
り
の
下
調
べ
や
確
認
な
ど
、
キ

メ
細
か
な
気
ク
バ
リ
を
働
か
せ
て
編
集

さ
れ
て
い
る
次
姦
だ
頭
が
下
が
り
ま
す
。

　
親
し
ま
れ
る
広
報
紙
と
す
る
た
め
、

何
か
一
言
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
答

え
に
な
る
か
ど
う
か
述
べ
て
み
ま
す
。

　
南
雲
町
長
さ
ん
の
三
つ
の
公
約
の
う

ち
、
　
「
情
報
の
公
開
」
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
こ
と
が
実
現
さ
れ
ま
す
と
、
広
報

紙
に
も
い
ろ
い
ろ
掲
載
さ
れ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
う
な
る
と
紙
面
の
内
容
も
多

少
変
わ
っ
て
く
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
新
し
く
「
文
芸
欄
」
を
設
け
ら
れ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
町
内
に
は
り
っ
ぱ
な
選
者
が
お
ら
れ

ま
す
の
で
、
地
域
に
生
ま
れ
育
っ
た
短

歌
、
俳
句
、
詩
な
ど
、
現
在
の
か
わ
に

し
俳
壇
を
含
め
て
、
一
ぺ
ー
ジ
の
半
分

ほ
ど
枠
組
み
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
楽

し
み
も
増
す
と
思
い
ま
す
。
自
分
で
作

ら
な
く
と
も
、
人
様
の
作
品
を
通
し
て

共
感
し
た
り
、
励
ま
さ
れ
た
り
す
る
こ

と
も
、
一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
と
な
る
で
し
ょ
う
。
紙
面
に
も
軟

ら
か
い
味
が
加
わ
り
ま
す
。

　
一
ぺ
ー
ジ
の
写
真
も
、
季
節
や
行
事

に
応
じ
、
町
内
か
ら
募
集
す
る
の
は
、

い
か
が
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
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　子供たちの夏休みを利用して海

へ、山ヘー。
　家族そろってレジャーに出かけ

るには、夏がいちばんです。

　車でお出かけの際は、シートベ

ルトを着用ください。

　空き缶のミポイ捨て≒もなくし

ましょう。

　みんなが楽しい気分で、家に帰

りたいものです。

土
用
の
丑
の
日
に

　
　
中
屋
敷
で
子
供
相
撲
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
p
フ
し

　
中
屋
敷
子
供
相
撲
大
会
は
今
年
も
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
ゆ

　
こ
の
相
撲
大
会
は
、
大
字
中
屋
敷
成

年
会
と
地
区
の
小
学
校
P
T
A
が
行
っ▲なかなか勝負がつきません

た
も
の
で
、
毎
年
土
用
の
丑
の
日
の
夕

方
に
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　
七
月
二
十
四
日
は
、
夏
休
み
に
入
っ

て
最
初
の
日
曜
日
で
し
た
。

　
男
の
子
た
ち
よ
り
、
む
し
ろ
女
の
子

た
ち
が
張
り
切
っ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

〈
　
「
コ
バ
デ
ン
山
…
…
」

皇
居
清
掃
奉
仕

融
和
の
う
ち
に
終
え
ま
し
た

団
長
田
　
村

才
　
一

　
十
日
町
地
区
皇
居
勤
労
奉
仕
団
一
行

六
十
人
（
川
西
町
か
ら
は
十
九
人
）
が
、

六
月
二
十
九
日
か
ら
四
日
間
、
皇
居
構

内
（
内
一
日
は
東
宮
御
所
構
内
）
の
清

掃
奉
仕
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
四
日
間
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
天
皇

郎

．
皇
后
両
陛
下
、
皇
太
子

殿
下
・
同
妃
殿
下
に
も
ご

拝
謁
で
き
、
皆
さ
ん
た
い

へ
ん
な
喜
び
よ
う
で
し
た
。

　
こ
う
し
て
勤
労
奉
仕
を

融
和
の
う
ち
に
終
え
、
宮

内
庁
か
ら
お
褒
め
の
言
葉

を
い
た
だ
き
帰
郷
し
ま
し
た
。

　
来
年
も
宮
内
庁
に
申
請
し
て
、
実
施

す
る
予
定
で
す
。
人
員
に
制
限
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
、
私
の
と

こ
ろ
へ
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
8
8
1
2
3
9
5
　
有
線
2
3
1
8
）

伏見やぐらを背景に川西町の人たち

O
O
O
O
O
D
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O
O
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O
O
O
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O
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O
O
O
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O
O
O
O
O
O
●
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
8
●
●
0
●
0
0
●
●
0
◎
●
●
0
●
●
●
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
●
◎
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
●
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O

　今年、77歳を迎えたお年寄り（

明治40年生まれ）は、男の方が19

人、女の方が45人、合わせて64人
です。

　喜寿の祝いは、7月28日に月見
荘で行われ、出席した53人は、お

互いの健康を喜び合いました。

ぐぐ
一
』
‘r喜寿の祝い」

53人が集う

「
天
神
ば
や
し
」
　
を

唱
和

「
㊨
マ
ー
ク
」

三
階
建
の
集
会
場
に
も
必
要

　
自
治
省
消
防
庁
で
は
、
三
階
以
上
の
旅
館
・
ホ
テ

ル
な
ど
の
宿
泊
施
設
を
対
象
に
、
昭
和
五
十
六
年
五

月
か
ら
「
防
火
基
準
適
合
表
示
制
度
」
を
実
施
し
、

防
火
上
一
定
の
基
準
に
適
合
す
る
防
火
対
象
物
に
「

⑱
マ
ー
ク
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
四
月
か
ら
は
、
次
の
防
火
対
象
物
に
も
「

⑱
マ
ー
ク
」
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

＊
劇
場
・
映
画
館
・
演
芸
場
・
観
覧
場
で
三
階
以
上

　
－
収
容
人
員
三
十
人
以
上
の
も
の
、
ま
た
は
延
べ

　
面
積
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

＊
公
開
堂
・
集
会
場
で
三
階
以
上
ー
収
容
人
員
三
十

　
人
以
上
の
も
の

＊
百
貨
店
．
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
そ
の
他
の
物
品
販
売
業

　
を
営
む
店
舗
や
展
示
場
で
延
べ
面
積
千
平
方
メ
ー

　
ト
ル
以
上
の
も
の
、
ま
た
は
三
階
以
上
の
階
の
収

　
容
人
員
の
合
計
が
三
十
人
以
上
の
も
の



1【9】”1””1”””””1””””””””””1””1”O”””ll””1”””””””””Ill”””1”””1”II”1””””1”””1””1””””””””””1”””1””広報かわにし／昭和58年8月10日発行

和
久
井
助
産
婦
さ
ん

県
知
事
表
彰
を
受
け
る

　
和
久
井
ク
ニ
さ
ん
（
木
落
）
が
、
七

月
十
二
日
に
新
潟
県
労
働
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
新
潟
市
）
で
行
わ
れ
た
「
日
本

助
産
婦
会
新
潟
県
支
部
総
会
」
の
席
上
、

五
十
四
年
間
の
献
身
的
な
助
産
婦
活
動

が
認
め
ら
れ
、
県
知
事
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

　
「
自
分
を
忘
れ

て
、
母
と
子
の
二

つ
の
命
の
た
め
、

一
生
懸
命
務
め
て

羅
馨

拶
駕
　簸
　　鱗F享
　　　鶏，

夢
　
　
　
’

㎜
霧
欝
、

瀬

き
ま
し
た
。
表
彰
は
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
ま
す
」

と
和
久
井
さ
ん
。

川
西
高
校
は

舞
鞭
．総

　
繋
　
、
・
辮
鍵
叢
懸
懸
叢
織

　
　
議
逡
藩
織
簸
織
叢
繋
晦
難
慧
　
灘

　
　
羅
懸
謙
灘
，
鍵
麗
騰

難
雛
懸
澱
縫
灘
轍
鐵
騰

　
　
犠
溝
繍
欝
轟
鱗
蓼
叢
灘
諜
嚢

　
灘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ド
コ
き
　
　
き
　
　
　
ゑ
ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
・
・
、
葦
簸
灘
蕪
繕
嚢
　
購

献
血
功
労
で
感
謝
．
状

　
川
西
高
等
学
校
は
、
七
月
二
十
八
日

に
新
潟
市
の
新
潟
厚
生
年
金
会
館
で
行

わ
れ
た
「
献
血
制
度
二
十
周
年
記
念
献

血
推
進
県
民
大
会
」
の
席
上
、
献
血
功

労
団
体
と
し
て
、
君
知
事
か
ら
感
謝
状

を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
川
西
高
校
は
、
昭
和
五

十
五
年
度
か
ら
、
三
年
生
の
卒
業
記
念

嚢
の
一
環
と
し
て
献
血
姦
け
て
い

ま
す
が
、
そ
の
実
績
は
川
西
町
の
献
血

者
全
体
の
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て

い
ま
す
。
五
十
七
年
度
ま
で
の
献
血
者

数
は
先
生
を
含
め
四
百
三
人
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
例
憲

糧
川
西
町
共
通
商
品
券

蟹

ノ
1
》
・
ス
タ
ー
ト
　
　
　
，

　
川
西
町
商
工
会
と
川
西
町
商
店
連
合

会
で
は
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
の
便
益
と

心
の
触
れ
合
い
を
さ
ら
に
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
、
今
月
二
日
か
ら
川
西
町
共

通
商
品
券
を
発
売
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
日
常
生
活
で
、
ご
進
物
や

お
返
し
に
何
を
し
た
ら
よ
い
か
、
あ
れ

や
こ
れ
や
と
品
選
び
に
悩
む
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
す
。

△
五
ら

工商
か

　
贈
り
物
や
お
返
し
は
、
贈
ら
れ
た
方

か
ら
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
も
の
で
あ
っ

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
そ
こ
で
考
え
つ

い
た
の
が
共
通
商
品
券
で
す
。

　
こ
の
商
品
券
の
特
徴
は
、
お
近
く
の

加
盟
店
で
い
つ
で
も
必
要
の
枚
数
を
一

枚
五
百
円
で
（
の
し
袋
付
き
）
購
入
で

き
る
こ
と
と
、
商
品
券
の
引
き
替
え
が

川
西
町
の
小
売
店
・
飲
食
店
・
車
両
修

理
店
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
・
理
容
店
な

ど
、
加
盟
店
の
い
ず
れ
の
お
店
で
も
お

気
軽
に
ご
自
分
の
好
き
な
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
料
と
引
き
替
え
が
で
き
る
ユ
ニ
ー

ク
な
も
の
で
す
。

　
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
な
ん
に
で

も
ご
利
用
い
た
だ
け
る
の
が
、
こ
の
商

品
券
の
便
利
な
と
こ
ろ
で
す
。
お
中
元
、

お
歳
暮
、
慶
弔
事
、
お
見
舞
い
等
に
最

適
で
す
。

　
贈
っ
て
便
利
、
贈
ら
れ
て
重
宝
な
商

品
券
を
、
あ
な
た
の
お
近
く
の
加
盟
店

で
ご
利
用
い
た
だ
き
、
明
る
く
楽
し
い

生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

　－3凱

浮オっ
　9『D‘5●

農し
葦自の・

喝ぢP・o

㌃懇

鰻
　●。●’◎

轍き．
　　腎’●ご‘な●

　　　ず噸瀞駕

「
お
し
ん
」
は

私
た
ち
の
孫
娘

　
上
野
中
島
僧
嘆
ご
夫
妻

　
N
H
K
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
お
し

ん
」
は
、
お
茶
の
間
の
人
気
番
組
で

あ
る
。
　
「
お
し
ん
」
役
は
、
小
林
綾

子
ち
ゃ
ん
か
ら
田
中
裕
子
さ
ん
に
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
た
が
、
綾
子
ち
ゃ

ん
の
人
気
は
、
ま
す
ま
す
上
昇
し
て

い
る
。

　
夏
休
み
に
入
っ
て
、
　
「
お
し
ん
・

少
女
編
ア
ン
コ
ー
ル
」
が
夜
の
六
時

か
ら
放
送
（
8
月
17
日
ま
で
）
さ
れ

て
い
る
。

　
「
お
し
ん
」
は
、
山
形
の
雪
深
い

寒
村
に
生
ま
れ
て
い
る
が
、
綾
子
ち

ゃ
ん
は
、
雪
の
多
さ
で
は
引
け
を
取

ら
な
い
“
川
西
町
”
の
孫
で
あ
る
。

中島さんご夫妻

　
中
島
さ
ん
ご
夫
妻
は
、
孫
娘
の
綾

子
ち
ゃ
ん
を
こ
う
語
る
。

　
「
綾
子
は
、
私
た
ち
の
長
女
ゆ
き

子
の
二
女
で
す
て
エ
。
亭
主
は
宇
都

宮
の
人
で
、
今
は
東
暴
の
練
馬
に
住

ん
で
い
ま
す
て
エ
」

　
「
三
歳
の
こ
ろ
、
東
映
の
バ
レ
ー

団
に
入
っ
て
の
オ
。
一
年
の
こ
ろ
に

は
東
映
の
演
劇
部
に
入
り
、
ウ
ル
ト

ラ
セ
ブ
ン
な
ど
の
テ
レ
ビ
に
も
出
て

い
た
よ
う
で
す
て
エ
」

　
「
お
し
ん
に
出
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
の
は
、
去
年
の
十
一
月
ご
ろ
で
の

オ
。
応
募
者
が
百
五
人
も
い
た
そ
う

で
…
己

　
　
「
毎
年
遊
び
に
来
て
い
ま
す
て
エ
。

十
日
町
の
雪
ま
つ
り
に
来
た
り
、
石

地
や
番
神
で
泳
い
だ
り
の
オ
」

　
　
「
綾
子
の
性
格
は
、
辛
抱
強
く
、

無
口
で
の
オ
」

　
「
五
年
生
で
す
が
、
ク
ラ
ス
で
一

番
チ
ビ
で
し
て
エ
。
背
が
百
三
十
ニ

セ
ン
チ
、
目
方
は
二
十
九
キ
ロ
と
い

っ
て
た
の
オ
。
お
し
ん
の
役
は
七
歳

か
ら
十
歳
ま
で
だ
っ
た
ん
で
、
ち
ょ

う
ど
よ
か
っ
た
よ
う
で
す
て
エ
」

　
「
好
物
は
パ
ン
で
し
て
エ
…
…
」

　
目
を
細
め
て
の
お
話
は
ま
だ
続
く
。 rおしん」役の綾子ちゃん
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三種・二種混合予防接種日程表

期日 時　　間 会　　場

9月1日 午後2時～2時30分 橘出　張所

9月1日 午後2時40分～3時 白倉小学校

9月2日 午後1時30分～2時 母子センター

9月5日 午後1時30分～2時 克雪センター

9月7日 午後1時30分～2時 総合センター

　
三
種
混
合
（
百
日
ゼ
キ
・
ジ
ラ
テ
リ

ァ
・
破
傷
風
）
と
二
種
混
合
（
ジ
フ
テ

リ
ア
・
破
傷
風
）
の
予
防
接
種
一
期
一

回
目
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

　
二
種
混
合
予
防
接
種
は
、
決
め
ら
れ

た
期
問
内
に
三
種
混
合
予
防
接
種
が
完

了
し
な
か
っ
た
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

◎
対
象
者

▽
三
種
混
合

　
一
期
・
五
十
五
年
九
月
一
日
か
ら
五

　
　
　
　
十
六
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

　
　
　
　
の
間
に
生
ま
れ
た
人

　
　
　
入
，
ま
で
に
受
け
な
か
っ
た
四

　
　
　
　
歳
ま
で
の
人

▽
二
種
混
合

申
し
込
み
受
け
付
け

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
自
分
が
住
む

た
め
の
住
宅
を
新
築
す
る
方
に
対
し
て
、

住
宅
建
設
資
金
の
申
し
込
み
受
け
付
け

を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

◎
受
付
期
問
　
八
月
十
五
日
か
ら
九
月

　
　
　
　
　
　
六
日
ま
で

住
宅
建
設
資
金

二
種
混
合
・
二
種
混
合
の

　
　
　
予
防
接
種
を
行
い
ま
す

公民館だより

　
一
期
・
五
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら

　
　
　
五
十
四
年
八
月
三
十
一
日
ま

　
　
　
　
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
三
種

　
　
　
混
合
の
一
期
を
完
了
し
て
い

　
　
　
な
い
人

＊
一
期
の
対
象
者
は
三
回
接
種
と
な
り

　
ま
す
。

＊
二
期
の
対
象
者
は
十
月
に
実
施
し
ま

す
。

◎
選
定
方
法
　
選
考
（
無
抽
選
）
に
よ

　
　
　
　
　
る

◎
申
込
場
所
　
公
庫
業
務
取
扱
金
融
機

　
　
　
　
　
関

※
詳
し
い
こ
と
は
、
住
宅
金
融
公
庫
北

関
東
支
所
（
盈
0
2
7
2
－
3
2
1
6

6
5
5
）
か
、
お
近
く
の
公
庫
業
務
取

扱
金
融
機
関
で
相
談
く
だ
さ
い
。

一
ぞ
田
鯛
衡

ん
う
月
を
格
。
産

　
　
　
ど
　
翌
り
価
す
出

難
磁
鷺
方

産　
　
面
　
し
2
　
、
引

　
　
肝
　
申
ら
本
円
象

妊
糊
励
か
ー
－。
囲

通常 妊娠前期
妊娠
後期
授乳期

カルシウム

所要量
mg
600
mg
1，000

mg
1，000

mg
1，100

牛　　乳

2本で
％
67

彩
4
0

彩
4
0

％
3
6

◎お申し込みいただいた翌月1日　1
　　　　　　　　　　　　　コ　から2か月問200m2入りを毎日　1
　　　　　　　　　　　　　ら　1本、通常の家庭配達価格から　・
　　　　　　　　　　　　　コ　20円引きでお届けします。　　　1
　　　　　　　　　　　　　ロ〉対象　妊娠中、または出産後1　1

　　　年以内の方　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　ロ［＞申込受付　昭和59年2月29日ま　1

　　　　　　　　　　　　　ロ　　　で　　　　　　　　　　o
　　　　　　　　　　　　　ロ◎母子健康手帳をご持参のうえ、　1
　　　　　　　　　　　　　コ　お近くの家庭配達をしている牛　1
　　　　　　　　　　　　　ロ　乳販売店にお申し込みください。1

　　　　　　　　　　　　　3
　　　　　　　　　　　　　8
　　　　　　　　　　　　　5
　　　　　　　　　　　　　3
　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　；
　　　　　　　　　　　　　o

8月と9月上旬の社会教育日程

期日 学級講座名 学習時問 会　　　場

8・16（火） 青年学級スポーソコース 午後8：00～ 庚塚テニスコート

8・18（木） 橘高齢者学級 午後2＝00～ 橘　　分　　館
8・18（木） 田中体力つくり学級 午後8＝00～ 千手小体育館

8・19俺） 中仙田高齢者学級 午後1＝30～ 中仙田公民館

8・19（金） 青年学級料理コース 午後7：30～ 総合センター

8・23（火） 〃　スポーツコース 午後8：00～ 庚塚テニスコート

8・24伝） 赤岩高齢者学級 午後2＝00～ 岩瀬集落センター

8・24伝） 千手家庭教育学級 午後8＝00～ 総合センター

8・25（木） 上野高齢者学級 午後2≡00～ 上野分館
8・28（日） 青　年　学　級 午前8＝00～ 松葉荘付近
8・29（月〉 白倉高齢者学級 午後2＝00～ 小白倉集落センター

8・30（火） 青年学級スポーンコース’ 午後8＝00～ 庚塚テニスコート

9・2徐） スポーツクラブ
指導者　講習会

午後8＝00～ 総合体育館
9・2（金） 青年学級料理コース 午後7：30～ 総合センター

9・4（日） 婦人ソフトボール大会 午前9＝00～ 庚塚野球場
9・6（火） 青年学級スポーソコース 午後8＝00～ 上野小体育館

9・7体〉 新町婦人学級 午後8＝00～ 新町公民館
9・9㈹ 千手高齢者学級 午後2：00～ 総合センター

9・9（金） 白倉婦人学級 午後8＝00～
』
小 白倉集落センター

9・10（土） 室島家庭教育学級 午後8＝00～ 室島集落センター

9・12（月） 木落高齢者学級 午後2＝00～ 木落公民館
9・12（月）、上野婦人学級 午後8＝00～ 上野分館
9・13（火） 仙田婦人学級 午後8＝00～ 中仙田集会所
9・13（火） 青年学級スポーソコース 午後8＝00～ 上野小体育館

停電の一
　わ多ロうせ

　●9月7日　（水）／午前9時

　　から正午まで、田代・星名

　　新田．

　㌣脇憩脱幽蹄繊、書，　『一　　　’・”

母蕃懸響蓼濤案陶

8鶏1饗穰　錘嫌蒙観談

8擬鋤欝　藝馨灘載叢

懇鷺繕矯　馨歳難繰謬麓翻婁

　　　　遇羅一翻難§鋸盤1

駐籔織癬　灘鑓穣諺驚撃鑛8

　　　　鶏轟講翻　懸
　　　　醗欝

騨繊灘懸繋篠i垂鱗滋鐵
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新潟県警察官の募集

　来年4月以降採用の新潟県男子

警察官B　（高卒）の採用試験が次

により行われます。

●受験資格

　昭和31年4月2日から昭和41年

　4月1日までに牛主れ、み里半で・

血息
善

　
次
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

囹
社
会
福
祉
協
議
会
へ

※
佐
藤
栄
一
さ
ん
（
小
脇
）
か
ら
二
万

　
円

※
佐
藤
康
雄
さ
ん
（
野
口
）
か
ら
二
万

　
円

※
長
谷
川
辰
栄
さ
ん
（
赤
谷
）
か
ら
三

万
円

※
登
坂
光
国
さ
ん
（
岩
瀬
）
か
ら
一
二
万

円

．
田
口
一
朗
さ
ん
（
木
落
）
か
ら
、
五

り
ょ
レ
つ

　
輔
馬
、
小
計
り

・
若
山
三
郎
さ
ん
（
新
町
新
田
）
か
ら

長
持

．
茂
野
宗
平
さ
ん
（
高
原
田
）
か
ら
、

　
ズ
リ
、
ジ
ョ
レ
ン
、
ツ
ル
ハ
シ
、
ほ

か
数
点

．
高
橋
久
平
さ
ん
（
中
仙
田
）
か
ら
、

　
　
　
　
　
な
ペ

　
コ
シ
キ
、
鉄
鍋
、
足
駄
（
男
用
女
用
）
、

　
ワ
ラ
ボ
シ

・
小
海
末
一
さ
ん
（
小
根
岸
）
か
ら
、

　
　
が
ま
　
　
　
　
　
　
き
ゃ
は
ん

　
ヌ
カ
釜
、
マ
ン
ト
、
脚
絆
、
カ
ン
テ

　一

フ
．
清
水
　
昇
さ
ん
（
下
平
新
田
）
か
ら

ヌ
カ
釜
、
消
し
ツ
ボ

．
樋
口
　
進
さ
ん
（
中
仙
田
）
か
ら
、

蚕
カ
ゴ
、
コ
バ
打
ち
台
、
除
草
機

　
貴
重
な
資
料
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　’　　　　　　　　　　　　　　”｝　　　　ノ　　凸　　　　　u　　4月1日までに生まれた男子で、
、1川II。II5川．ll”II”ll“，ll川昌，．燃1．．ol川ll．．101。ll．．．。911111．ll、1。Illlolll。II川1。lllll．。。llII。1。1｛．1．1‘，llll。。1画II。画II”。1“ll川1噛，，1lel61，，，，IllII，，，，一11。”1。1。III㌦91画，。lll・lll。。81　高卒程度の学力を有する人

　　　　　　　繍・・、1．．．．、少覆1』鵠ill駕鷺欝）

※詳細は、最寄りの駐在所へおた

ずねください。

　　￥“／
魚沼高等職業訓練校で

生徒を募集
　県立魚沼高等職業訓練校（北魚

沼郡堀之内町）では、59年度生徒

を次により募集します。

＊募集訓練科　電気施設科20人

　　　　　　測量科20人
＊応募資格　高等学校卒業者以

　　　　　　上（59年3月卒業

　　　　　　予定者を含む）

＊年　　　齢　おおむね30歳以下

＊願書受付　9月1日から9月
　　　　　　30日まで
＊選　考　日110月11日

　詳しくは、魚沼高等職業訓練校

（台025794－2410）へおたずねく

ださい。
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．
．
．
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．
…
．
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．
．
．
一
…
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．
．
．
。
一
…
一
一
．
．
．
ξ
一
覧
．
．
o
｛
．
．
一
3
…
。
一
3
一
一
三
一
一
。
一
一
一
…
一
…
一
一
…
一
一
…
一
3
一
一
一
一
ξ
…
一
§
一
一
…
一
一
…
。
一
一
一
…
一
…
3
…
一
三
ド

　
先
月
二
十
四
・
二
十
五
日
の
二
日
問

に
わ
た
り
、
夏
休
み
恒
例
の
少
年
野
球

大
会
が
庚
塚
野
球
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
A
ブ
ロ
ッ
ク
は
四
チ
ー
ム
、
B
ブ
ロ

ッ
ク
に
は
五
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱
戦

を
展
開
し
ま
し
た
。

A
ブ
ロ
ッ
ク

仙
田
小
A
が
優
勝

慧
旗を手にニッコリ

▼
A
ブ
ロ
ッ
ク
決
勝
戦

上
野
小
A
　
2
0
0
0
1
0
1

仙
田
小
A
　
O
O
O
1
0
0
4

54

　
上
野
小
A
は
千
手
小
A
を
8
－
2
で

降
し
、
仙
田
小
A
は
橘
小
A
を
5
－
2

で
破
っ
て
の
決
勝
進
出
で
す
。

　
上
野
小
A
は
守
備
が
堅
く
、
最
終
回

の
表
に
1
点
を
追
加
し
た
と
き
に
は
、

優
勝
が
決
ま
っ
た
と
思
わ
れ
た
の
で
す

が
、
ね
ば
る
仙
田
小
A
は
、
土
壇
場
で

4
点
を
上
げ
、
逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ
を
み
ご

と
に
や
っ
て
の
け
ま
し
た
。

醐　　
難

駕
欝
獅
霧
・

　
鎮
陥

購
簸

　
　
　
　
　
灘
．

灘
縢
騒
鱗
．
齢
難

決
勝
戦
仙
田
小
A
逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ
の
場
面

B
ブ
ロ
ッ
ク
は
千
手
小
B

▼
B
ブ
ロ
ッ
ク
決
勝
戦

橘
小
B
1
3
0
0
3
0
1
0

干
手
小
B
　
O
1
1
0
4
0
2
1

　
橘
小
B
は
千
手
小
C
に
勝
ち
、
一
方

の
千
手
小
B
は
上
野
小
B
と
仙
田
小
B

を
破
っ
て
の
決
勝
戦
で
す
。

　
7
回
を
終
わ
っ
て
8
－
8
の
同
点
、

エ
キ
ス
ト
ラ
イ
ニ
ン
グ
（
ー
ア
ウ
ト
満

塁
）
を
行
い
、
千
手
小
B
が
ス
ク
イ
ズ

を
決
め
優
勝
し
ま
し
た
。

4
．
．
り
．
軸
岬
．
一
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
一
軸
．
．
．
．
．
．
．
器
q
．
．
．
9
．
…
．
．
．
．
．
．
．
一
一
．
．
．
．
一
．
一
＝
．
．
．
．
鼻
．
．
＝
．
．
．
．
．
一
．
．
一
．
噂
．
甲
甲
．
．
．
＝
．
一
一
．
一
．
…
。
．
．
．
一
．
…
．
一
．
．
一
．
．
…
．
．
．
．
．
一
…
一
．
髄
．
．
｛
．
．
二
。
…
．
．
．
．
8
…
一
．
．
．
．
9
三
顧
．
．
．
一
一
…
一
．
り
．
一
9
…
一
一
．
．
．
3
…
一
．
．
輌
3
三
。
．
．
．
8
三
｝
三
一
一
3
一
一
。
一
一
一
…
一
…
｝
一
。
．
一
駒
…
一
一
一
。
一
一
一
…
一
…
一
一
一
一
ξ
一
三
。
一
㌔
一
一
三
一
一
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一
轟
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監
レ

》

仕
事
を
終
え
て

＿セ
健ル
　フ
康・
’　へ目

　ル
己ス
占チ’レし、

　　ロエ

検ッ
）ク

、拓7

　
健
康
を
保
つ
基
本
は
、
単
に
身
体

活
動
を
活
発
に
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

身
体
を
動
か
し
た
次
に
は
休
む
こ
と

で
す
。
こ
れ
を
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
行
い
、

そ
し
て
総
仕
上
げ
と
し
て
栄
養
を
摂

取
し
ま
す
。
健
康
は
、
運
動
・
休
養

・
栄
養
、
こ
の
三
つ
の
柱
で
成
り
立

っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
一
日
三
回
の
食
事
の
中

舞霧羅螺
で
最
も
時
問
を
か
け
、
内

容
も
豊
富
な
の
が
夕
食
で

す
。
献
立
は
朝
食
・
昼
食

が
ど
う
で
あ
っ
た
か
を
考

え
、
不
足
し
て
い
る
も
の

を
補
う
よ
う
に
作
り
ま
し

ょ
う
。
夕
食
は
家
族
だ
ん

ら
ん
の
場
と
し
て
た
い
せ

つ
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
一
日
の
仕
事
を
終
え
て
、

自
分
の
自
由
時
間
を
ど
の

よ
う
に
過
ご
し
て
い
ま
す

か
。
時
閲
の
経
過
を
早
く

感
じ
る
の
は
健
康
の
証
拠

で
す
。
こ
れ
は
、
自
分
に

与
え
ら
れ
た
社
会
的
な
役

割
と
し
て
の
仕
事
や
勉
強

に
没
頭
し
た
と
き
や
、
身

体
的
に
健
康
な
状
態
で
あ
る
と
と
も

に
精
神
的
に
も
充
実
し
た
状
態
の
と

き
に
感
じ
ま
す
。

　
た
だ
、
時
問
が
早
く
過
ぎ
去
っ
た

と
い
っ
て
も
、
八
7
日
済
ま
せ
て
し
ま

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事
が
た
く

さ
ん
残
っ
て
い
る
の
で
は
、
気
持
ち

が
落
ち
着
き
ま
せ
ん
。

　
健
康
な
生
活
は
、
仕
事
の
計
画
の

立
て
方
か
ら
で
す
。
翌
日
の
仕
事
の

量
や
内
容
に
も
配
慮
が
必
要
で
す
。

◎
仕
事
を
終
え
て
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

　
ン
ト

①
通
勤
の
足
ど
り
は
軽
か
っ
た
か

②
気
分
よ
く
仕
事
を
始
め
た
か

③
午
前
中
の
仕
事
を
短
く
感
じ
た
か

④
昼
食
を
お
い
し
く
食
べ
た
か

⑤
昼
休
み
を
有
効
に
使
っ
た
か

⑥
午
後
の
仕
事
を
気
持
ち
よ
く
始
め

　
た
か

⑦
終
業
を
早
く
感
じ
た
か

⑧
今
日
の
仕
事
は
す
べ
て
か
た
づ
い

　
た
か

⑨
仕
事
の
能
率
は
よ
か
っ
た
か

⑩
終
業
か
ら
就
寝
ま
で
楽
し
く
過
ご

　
せ
た
か

…
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〈
日
赤
社
費
納
入
金
額
の
訂
正
〉

　
前
号
、
十
一
ぺ
ー
ジ
で
、
日
赤
川
西

分
区
へ
の
社
費
納
入
金
額
を
十
一
万
五

千
八
百
円
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
百
十

五
万
八
千
円
の
誤
り
で
し
た
。
お
わ
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
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